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人間の知能



電通大の研究室



アゴラの施設現状



【学習スペース】床面積：1008㎡、収容人数270人、電源コンセント204口、ガラスボード：12面(縦
1.1m×横4.9m),6面(縦1.2m×横0.6m)、フレームシステム：4区画、大型ディスプレイ：5台、プロジェ
クター：固定式4台, 貸出用1台、対話型ロボット：10台
【センシングシステム】センサー(温湿照度,人感,CO2)：計102台、ネットワークカメラ：20台、ディープ
ラーニングマシン：17台

Agora全体図



センシングシステム: CO2・人感・湿度・温度・照度:

カメラ・指向性マイク



センサの配置位置



AIAの理想

・AIAをデータ収録の実験場
（収集データを公開，研究や講義で利用）

・学生に開放された学習空間

and

開かれた学習空間 × 閉じた実験空間



学内AI構想
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構想に向けた施設へ
（２０２０年度の取り組み）



ロボットが教える授業

学生が何に興味を
もつのか
→視線検出



昨年度のAI環境増設
（閉じた空間×開かれた空間）



（閉じた空間×開かれた空間）



ロボットの導入



視線を検知するカメラの導入



コロナの影響でほとんど実験ができず

２０２０年の成果



これからの図書館



マルチマイクロフォン
複数の音源を収録

議事録作成・発想支援

議事録の自動作成

田中君：形態素解析ってどんな手法があるんだっけ？
コンピュータ：mecab とか茶筅とかあるよね．
坂田さん：あ，それしってる．



書籍場所の案内

あったあった．
ここだ．



本年度の購入物品

NTT－AT １２
方向音源分離
マイク



おわり


